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研修目的
　当院での放射線治療は，コバルト装置しかなかっ
たが，今年度から高エネルギー放射線発生装置
（Linac）の購入が決定し，従来行えなかった放射線
治療が可能になるだけでなく，X線が，4，10　MV，
電子線が4，6，9，12，16MeVが出力でき，多様な放
射線治療が可能になった．
　しかし，従来とは全く異なる放射線治療装置のた
め，放射線治療に関する物理特性や，高エネルギー
領域のX線，電子線の取り扱い，また，その安全性
について，装置稼働前に十分熟知しておく必要があ
り，さらに，放射線治療装置のオペレーションや，
装置の安全性，メンテナンス等についても知ってお
く必要があった．
　当院購入予定のLinac装置は，世界で最高峰の
Viarian社の治療装置であり，従来の治療装置と異な
り，運動制御や，周辺機器，オンラインシステム，
保守管理等，どれをとっても，全く，新しいシステ
ムで運用され，本装置を使ったHigh　Energy
Medical　Accelerators　Operationにて研修を行い，現
在の我々のレベルアップを図るだけなく，上記の案
件についても修得する事を目的に本研修会に参加し
た．
　本研修会はアメリカのサンフランシスコ近郊のサ
ンノゼで行われ，1998年10月3日に日本を出発し，
10月11日に帰国した．
成 果
　本研修会は講義と実地研修を交互に行い，いかに
もアメリカ的な効果的な研修プログラムであった．
　1）本体周りの機器研修では，ハンドスイッチ及
びベッド，操作コンソール系の説明及び実地研修を
行った．Varian社のLinac装置は既存の治療装置と
異なり，遠隔操作によるマシーンの運動を制御でき，
さらに，ベッドも4軸電動制御が行えるため，近年
注目されているラジオサージャリーや，通常照射法
なども大幅に時間短縮が可能であると推測できた．
　2）インターロック機構については，従来の
Linac装置と異なり，操作パネル上にインターロッ
ク項目を表示し，全部で55個のインターロックが
ユーザーにわかりやすく表示され，一目瞭然でトラ
ブルの原因が分かるように設計され，非常に優れた
構成であった．インターロックの項目についての説
明も十分行われ，インターロック機構の重要性が大
変理解しやすかった．
　3）物理特性については，歴史から始まり，質問
形式で行われ，遊びの中で難解な講義を解りやすく
説明した．
　4）Linac装置はメーカー点検の項目が分かれて
おり，明確に分業化されている．すなわち，装置の
構造，原理，安全性について十分理解しておく必要
がある．
　5）：Linac装置の構i造については，発生原理から，
ビームオンまで細かな講義が行われたが，講義のほ
とんどすべてが，インターロックに結びつけて行わ
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れた．すなわち，患者さんの安全確保が第一であり，
そのため，十分な安全基準を設け，設計思想が一本
化されている．
　6）後半の実務研修では，実際のマシーンを使っ
て教官の指示通り，固定照射や，アーク照射，エレ
クトロン照射，モーニングチェック等，照射のシミ
ュレーションを行い，教官から必要に応じ質問が出
され患者さんがいると同じ状況下で行われ，私にと
って今後稼働する当院の治療装置を動かすにあたっ
て，大きな自信につながった．
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